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はじめに

2002(平成 14)年度と2003(平成 15)年度の2カ年間にわたって､濃尾平野の弥生時代後期

～古墳時代前期の遺跡から出土した土器に付着した炭化物を試料に､AMS14C年代測定を実施し

てきている｡本稿では､測定にいたるまでの経緯と結果を報告するものである｡

1.2002(平成 14)年度の炭素 14年代測定

名古屋大学には赤崎記念研究奨励事業という研究助成があり､平成 14年度に山本が代表者と

なって ｢加速器炭素 14年代測定法による東海地方の弥生 ･古墳時代の年代に関する研究｣

という課題で申請したところ採択され､交付をうけて測定を実施したものである｡

土器付着炭化物の採取にあたっては､愛知県埋蔵文化財センター協力をえて､赤塚が7遺

跡から27点の試料を採取した (表1)｡そのうちの朝日･八王子 ･廻間 ･月縄手の4遺23点に

ついて､岐阜県羽島市の (秩)パレオ ･ラボにAMS14C年代測定を依頼した｡

測定した結果については､研究奨励事業の成果報告書という形ですでに報告している (山本

2003)｡しかしながら､成果報告書という性格から20部しか印刷しておらず､一般にはまった

く配布されていない｡また､2003(平成 15)年6月8日 (日)に第44回名大祭考古学研究集会

｢AMS14C年代測定法による尾張 ･三河の古墳出現期の年代一現状と課題を中心に-｣を開催

し､資料集において測定結果を公表している (山本 ･赤塚 ･小田 ･加納 2003)｡この資料集

も 200部しか発行していない｡そのため､再度､測定結果を報告し､一般に周知すること

を目的とした｡

測定の結果は､表2-5･8のとおりである｡表2-5は (秩)パレオ ･ラボから送付されてき

た測定結果で､そのうちの表 2-4は表のタイトルはかえているが､表そのものは赤崎記念研究

奨励事業の成果報告書と同じである (山本 2003)｡また､表 8は名古屋大学年代測定総合研究

センター助手の小田寛貴氏に暦年代較正のみを依頼したもので､表のタイトルをのぞいては､

第44回名大祭考古学研究集会の資料集 (山本 ･赤塚 ･小田 ･加納 2003)と同じである｡

2.2003(平成 15)年度の炭素 14年代測定

昨年度に実施できなかった西上免 ･岩倉城下層 ･北道手の 3遺跡 4点について､名古屋大学

年代総合研究センターに依頼して測定をおこなった｡また､昨年度､ (秩)パレオ ･ラボに測
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定を依頼した 23点のうち 19点は､前処理においてアルカリ処理がほどこされていなかったた

め､アルカリ処理を実施したうえでの再測定を依頼した｡これは､ (秩)パレオ ･ラボがうけ

とった土器付着炭化物の半分を前処理に使用し､のこり半分を保存してあったために再測定が

可能となったものである｡しかしながら､19点中15点はアルカリに溶解してしまい､実際に再

測定がおこなえたのは4点のみであった｡

測定の結果は､表6･7･9･10のとおりである｡表6･7は (秩)パレオ ･ラボから送付され

てきた測定結果であり､アルカリ未処理の前年の測定値をくらべると､大幅にずれており､か

なりあたらしい測定値が提示されている｡表 9･10は､名古屋大学年代測定総合研究センター

から送付されてきた測定結果を清書したものである｡

3.炭素14年代について

土器付着炭化物がアルカリに溶解しないでAMS14C年代測定が実施できたのは､27点のうちわ

ずか 12点にしかすぎない｡また､測定値のばらつきも大きく､以前からのべているように､こ

のような状況のもとでは較正年代について議論することはできない｡測定数を増加させること

と日本列島産の樹木での較正曲線の作製が､今後の課題である｡

4.炭素安定同位体比について

同位体分別補正のために測定されたものである｡2003年度に (秩)パレオ ･ラボによって再

測定された4点は､試料番号4･5･12･21である｡それらの∂13Cと前年のアルカリ処理が実

施されなかった状況での613Cをくらべてみると､ほとんどかわりがないことがわかる｡このこ

とによって､対象とした資料については､アルカリ処理の有無による∂13Cへの影響はあまりな

いと判断される｡このような条件のもとで 27点の613Cをみてみると､-10.1‰～-15.0‰は

6点､-15.1‰～-20.0‰は7点､-20.1‰～-25.0‰は14点であり､半数が-20‰以下であ

る｡縄文土器に付着した炭化物では数百点にもおよぶ炭素14年代測定がされており､例外的な

ものを除外すると､それらの613Cはほとんど-25‰前後の値となっている｡全国の縄文土器の

613Cと濃尾平野の弥生土器 ･土師器のそれとを比較すると､差は歴然としている｡

今回の付着炭化物は体部外面から採取したもので､薪などの燃料のススや煮こぼれた食物が

付着したものであると考えられる｡当初､弥生後期から古墳前期にかけての濃尾平野において

は､C3植物であるコメの生産力が向上し､コメを主食としていたため､∂13Cは-25‰前後に

なるものと推測された｡しかしながら､結果は予想と大きくくいちがうものとなった｡炭素 14

年代をみるかぎりにおいては､特段に古い測定値がでているものはなく､海産や淡水産の魚貝

類のオコゲが付着したことによって起こるという海洋リザーバー効果の影響は考えにくい｡炭

化物では615Nを測定することができないので食物を明確に特定することはできないが､当該期

の濃尾平野では∂13Cが-10‰前後となるヒエ ･アワなどのC4植物もかなり生産され､食用化

されていたことが推察されてくる｡この点も今後にのこされた検討課題であり､留意して測定

をすすめていきたいと考えている｡
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表 1 採取試料一覧表

番号 遺跡 登録番号他 器種 付着部位 時期 備考

1西上免遺跡 E-159 S字婆B 体部外面 週間目-1 SZO1-C

2朝日遺跡 130-ー730 く字聾 体部外面 廻間 l式前半

3朝日遺跡 130-1738 く字棄 体部外面 廻間暮式前半

4朝日遺跡 110-1435 く字棄 休部外面 廻闇l式前半

5朝日遺跡 11ト1450 有段ロ縁台付襲 体部外面 廻間 l式前半

6朝日遺跡 89-1138 く字棄 (古宮) 休部外面 山中 J式

7朝日遺跡 1ー9-1547 く字窪 休部外面 廻間J式前半

8朝日遺跡 14ト1886 く字婆 休部外面 廻間 l式後半

9朝日遺跡 61｣-194 S字喪A新 体部外面 廻間 ト4-lト1

ー0八王子遺跡 2080 く字聾 (古宮) 休部外面 古宮 Jl式 SX101

ll八王子遺跡 2261 有段棄 体部外面 廻間ト0 SK73

12八王子遺跡 2176 く字襲 (古宮) 体部外面 古宮 日式 S822

13八王子遺跡 2361 有段襲 休部外面 廻間 ト0 SKO1

14八王子遺跡 2413 有段蜜 休部外面 廻間 暮式前半 SKO1上

15八王子遺跡 2414 S字棄A 休部外面 廻間 l式前半 SKO1上

16八王子遺跡 2487 S字棄A 休部外面 廻間 ト4 SDO7

17八王子遺跡 SK93 S字襲A 体部外面 廻闇lト1 SK93

18廻間辻跡 1195 sSgc 休部外面 廻間=式後半 SK20

19廻間遺跡 664 S**B 休部外面 廻間H式後半 SK50

20八王子遺跡 NRO1-2 く字嚢 休部外面 宇田l式 no.20

21八王子遺跡 NRO1-3 山陰系口緑S字 体部外面 松河戸 I前半 no.55

22八王子遺跡 NRO1-3 S字襲D古 休部外面 松河戸 J前半 no.224

23月縄手遺跡 331 S字垂D古 休部外面 松河戸 J前半 SXO2

24月縄事遺跡 340 S字輩D古 休部外面 松河戸 l前半 SXOZ

25岩倉城下層 1003 S字蛮C新 体部外面 廻閣川式後半

26北逆手遺跡 304 有段口緑垂 休部外面 廻間 一式中頃 SD87
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表2 測定結果一覧表1 (2002年度 パレオ ･ラボ)

測定番号 .(測定法) 試料データ (写l:icJ,川i(‰) Hc年代(yrBP±1(7) 11C年代を暦年代に較正した年代暦年代較正値 1(ブ暦年代範囲

PLD-1994(AMS) 土器付着物 No.2130-1730 -14.4 1905±40 calAD85calAD105 calAD55--135(94.4%)
く字嚢 calAD120

PLD-1995(AMS) 土器付着物 No.3130-1738く字嚢 -14.4 1810±35 calAD235 calAD135-20()(60.9%)calAD205-245(39.1%)

PLD-1996(AMS) 土器付着物No.4110-1435く字嚢 -23.8 1915±40 calAD80 calAD50-130(92.3%)

PLD-1997(AMS) 土器付着物No.5111-1450有段口縁台付襲 -25.5 1875±40 calAD130 calAD80-140(58.5%)calAD_150-175(23.4%)calAD190-210(18.1%)

PLD-1998 土器付着物No.689-1138く字嚢 (吉富) -17.i 2035±40 calAD40 calBC90-70(15.5%)
(AMS) calAD5 calBC60-calAD20(84.5%)

PLD-1999(AMS) 土器付着物 No.7119-1547く字嚢 -21.4 1935±40 calAD75 calAD25-40(16.7%)⊆虫旦⊇50-90(52.7%)calAD100-125(30.6%)

PLD-2000(AMS) 土器付着物 No.8141-1886く字嚢 -24.9 1915±40 calAD80 GdI4AD55-130(94.8%)

表3 測定結果一覧表2 (2002年度 パレオ ･ラボ)

測定番号(測定法) 試料データ 6J:ミcH州(‰) I'Ic年代(yrBPj=lo) レlc年代を暦年代に較正した年代暦年代較正値 1(7暦年代範囲

PLD-2002(AMS) 土器付着物No.10SX101く字肇(古官)E-2080 -24.7 2020±4() calBC40calBC30calBC20calBC10calBCO calBC50-calAD25(92.8%)

PLD-2003(AMS) 土器付着物No.llSK73有段牽E-2216 -20.9 205()±40 calBC45 calBC110-caLADiQilBQi%j

PLO-2004(AMS) 土器付着物 No.12SB22く字饗(古官)E-2176 -22.6 2075±40 calBC90calBC75calBC60 calBC160-130(25.O%)⊆吐△⊇120-45(74.3261

PLD-2005(AMS) 土器付着物No.13SKO1有投棄E-2361 -23.1 1915±40 calAD80 calAD55-130(92.4%)

PLD-2006(AMS) 土器付着物No.14SKO1上 有段襲E-2413 -19.6 2000±70 calBC15calADO !迫L旦⊆65-calAD80(90.4%)

PLD-2007(AMS) 土器付着物 No.15SKOl上S字牽AE-2414 -25.4 1945±40 calAD65 ⊆iaWADi39_1 5iWcalAD105-120(16.0%)

PLD-2008(AMS) 土器付着物No.16SDO7S字嚢A -10.9 2025±40 calBC40calBC30calBC25 calBC55-calAD25(88.5%)

E-2487 calBC10calBCO

PLD-2009 土器付着物No.17SK93S字襲A -10.6 1980±40 calAD25 calBC20-10(10,6%)
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表4 測定結果一覧表3 (2002年度 パレオ ･ラボ)

測定番号(測定法) 試料データ 6Ⅰ:ic｢.,Ei(‰) I/lc年代(yrBPi:lo) lノーC年代を暦年代に較正した年代暦年代較正値 10暦年代範囲

PLD-2052 土器付着物No.18(廻間遺跡) -25.6 2005±40 calBC15 calBC45-calAD30(86.0%)

(AMS) SK20S字牽C1195 calADO calAD40-55(14.0%)

PLD-2053(AMS) 土器付着物No.19(廻間道跡)SB50S字牽B664 -ll.2 1920±40 calAD80 calAD50-130(90.9%)

PLD-2054 土器付着物 No.20(八王子遺跡) -15.8 1680±40 calA上)385 calAD265-275(12.1%)

(AMS) NRO1-2層く字嚢No.20 calAD340-415(87.9%)

PLD-2055(AMS) 土器付着物 No.21(八王子遺跡)NRO1-3層山陰系口縁S字賓No.55 -23.4 1890±40 calAD90calAD100calAD125 calAD65-135(77.1%)calAD155-175(12.0%)CalAD195-210(ll.0%)

PLD-2056(AMS) 土器付着物No.22(八王子遺跡)NRO1-3層上S字襲D古 No.224 -19.4 1970±45 calAD30calAD40calAD50 calAD0-80(88.1%)

PLD-2057(AMS) 土器付着物No.23(月縄手遺跡)SXO2S字嚢D古E-331 -21.2 1900±40 calAD85calAD100calAD125 GALAD55-135(&5i9262

表6 測定結果一覧表4 (2003年度 パレオ ･ラボ 再測定分)

測定番号(測定法) 試料データ 61:ic .,.).i(‰) llc年代(yrBP±10) Hc年代を暦年代に較正した年代暦年代較正値 10暦年代範囲

PLD-1996(AMS) 土器付着物 No.4(朝日遺跡)1.10-1435く字饗 -25.2 1,820±25 calAD220 calAD135--160(30.4%)calAD.170-195(30.8%)～cB11_-ADA QA 5幽

PLD-1997(AMS) 土器付着物 No.5(朝日遺跡)111-ユ450有段口縁台付襲 -26.2 1,780±25 calAD240 ⊆星は旦229i2_6_015_4_126jcalAD280-290(10.8%)calAD300-320(35.1%)

PLD-2004 土器付着物No.12(八王子遺跡) -23.8 1,945±25 calAD65 CalAD25-45(29A.%)

(AMS) SB22く字喪(青首)E-2176 QialAD50-80(66.4%)

PLD-2055 土器付着物No.21(八王子遺跡) -25.0 1,670±25 calAD395 calAD345-370(35.4%)
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表5 処理結果一覧表 1 (2002年度 パレオ ･ラボ)

測定寺号 試料データ 7ルカリ処理洩度 処理前妻t(mg)精製前垂I(m9) 処理後壬暮(mg)精製後の炭素重JL(mg) 処理収率(鶴)炭素含有率(鶴) ー4C年代(BP) - - 代 :…:ミ

PLD-1994 朝日遺跡 130-1730 7.85.6 5.63.6 71.863,9 1,905士40 calAD55-l35calAD25-220

PLD-1995 朝日遺跡 130-1738 12.86.8 7.74.0 60.258.3 1.810士35 calADl35-245caーAD125-335

PLO;l996 朝日遺跡 lー0-1435 48.～7.5 37.04.7 76.86l.9 1,915士40 calADS0-130calAD15-215

PLD-1997 8日iABlll-l450 52.07.6 37.64.9 72.364.4 1,875士40 calAD80-210calAD65-240

PLD-1998 朝日遺跡 89-1138 -26.87.4 17.45.0 64.967.6 2,035±40 calBC90-calAD20ca=}C120-calADSS

PLD-1999 朝日遺跡 119-1547 48.17.5 ll.34.9 23.565.5 1,935士40 calAD25-1ZScalBCO-caIADl35

PLD-2000 朝日遺跡 l41-1886 28.07.5 17.33.9 61.852.2 1,915±40 calAD55-130calAD5-180

PLD-2001 朝日遺跡 61J-194 55.17.9 33.34.3 60.454.1 1,850±35 calAD125-220calAD75-245

PLD-2OOZ 八王子遺跡 E-2080 40.017.5 17.52.0 ー7.5日.3 2,020士40 calBC50-calADZScalBC115-calAD70

PLD-2003 八王子遺跡 E-2261 88.08.1 26.44.3 30.052.5 2,050±40 calBCllO-caLADOcalBCl70-calAD25

PLD-2004 八王子遺跡 E-2176 170.07.8 68.84,1 40.552.6 2,075±40 calBC160-45ca柑C180-calAD5

PLD-2005 八王子遺跡 E-2361 85.019.7 19.74.0 23.220.4 1.915士40 calAD55-130calAD0-180

PLD-2006 八王子遺跡 E-2413 205.08.0 61.04.7 29.858.～ 2,000±40 calBC65-calAD80calBC200-caーAD135

PLD-2007 八王子遺跡 E-2414 186.08.1 73.13.9 39.347.6 1,945士40 calAD20-120cal8C45-calADー35

PLO-2008 八王子遺跡 E-2487 91.08.4 22.1318 24.345.6 2,025士40 calBC55-cafAD25ca=‡C115-caーAD65

PLO-2009 八王子遺跡 E-263l 30.07.5 日,84.3 39.356.7 一,980±40 caEBC20-calAD65calBC55-calAD90

PLD-2052 廻聞達跡 目95 40.0lO.0 20.05.2 50.05乙1 2,005±40 ca18C45-calAD55cal8C110-calAD85

PLD-2053 桓同遺跡 664 48.010.1 19.65.7 40.856.4 1.920士40 calAD50-l30calAD0-180

PLD-2054 ^王子遺跡 No.ZO 1.ON 90.08.9 53.95.4 59.960.4 1,680士40 calAD265-415calAD245-435

PLD-2055 ^ffit&No.SS 47.08.6 29.05.3 61.761.9 1.890±40 calAD65-210calAD50-230

PLD-2056 八王子遺跡 No.224 1.ON 290.08.9 132.95.7 45.864.3 一,970±45 calAD0-80calBC50-caIADl30

PLO-2057 月捕手漣跡 E-331 1.ON 117.08.8 67.05.5 57.362.4 1,900±40 cafAD55-135ca,AD25-230

表7 処理結果一覧表2 (2003年度 パレオ ･ラボ 再測定分)

測定寺号 St料データ アルカリ処理讃度 処理前妻t(mg)精製前垂I(mg) 処理後圭t(mg)精製後の炭表書JL(m9) 処理収率(鶴)炭素含有率(%) ー4C年代(BP) (lo)較正骨年代 (2J)

PLD-1996 朝日遺跡 110-1435 0.1N 29.56.6 9.74.1 3乙96Z.1 1,820±25 calADl35-235calAD130-245

PLD-1997 朝日遺跡 111-1450 0.1N 30.0 .6.7 8.24.2 27.362.7 1,780±25 calAD220-320caLADZl0-340

PLD-2004 八王子遺跡 E-2176 0.1N 61.010.3 10.33.～ 16.93l.2 1,945±25 catAD25-80catAD15-125
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表8 測定結果一覧表 5 (2002年度)

測定 N｡. 遺跡 登録番号 券種 付着部位 時期 備考 14C年代 613C 較正年代 [calAD,BC〕 1)

コード 他 [BP] [‰]

pLD1994 2 朝 日

pLD1995 3 朝 日

pLD1996 4 朝 日

pLD1997 5 朝 日

pLD1998 6 朝 日

PLD1999 7 朝 日

pLD2000 8 朝 日

pLD2001 9 朝 日

PLD2002 10

PLD2003 11

PLD2004 12

PLD2005 13

PLD2006 14

PLD2007 15

130-1730 く字嚢

130-1738 く字嚢

110-1435 く字蓉

111-1450 有段口縁台付嚢

89-1138 く字聾 (古官)

119-1547 く字聾

14卜1886 く字襲

61J-194 S字嚢A新

八王子 2080 く字襲 (古宮)

八王子 2261 有段嚢

八王子 2176 く字寒 く古宮)

八王子 2361 有段嚢

八王子 2413 有段襲

八王子 2414 S字嚢A

pLD2008 16 八王子 2487 S字聾A

pLD2009 17 八王子 SK93 S字壌A

pLD2052 18 廻間 1195 S字嚢c

pLD2053 19 廻間 664 S字襲B

pLD2054 20 八王子 NRO卜2 く字窺

pLD2055 21 八王子 NROl-3 山陰系口縁S字

pLD2056 22 八王子 NRO卜3 S字襲D古

pLD2057 23 月縄手 331 S字蓉D古

pLD2058 24 月縄手 340 S字嚢D古

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

体

体

体

体

体

体

･体

体

体

体

体

体

体

体

体

体

体

体

体

体

体

体

体

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

面

面

面

両

面

両

面

両

面

両

面

面

両

面

面

面

面

両

面

両

面

南

面

廻間Ⅰ式前半

廻間 Ⅰ式前半

廻間 Ⅰ式前半

廻間 Ⅰ式前半

山中Ⅰ式

廻間Ⅰ式前半

廻間Ⅰ式後半

廻間 Ⅰ-4-Ⅱ-1

古宮Ⅱ式

廻間Ⅰ-0

古宮Ⅱ式

廻閉Ⅰ-0

廻間 Ⅰ式前半

廻間 Ⅰ式前半

廻間 Ⅰ-4

廻間Ⅱ-1

廻間Ⅲ式後半

廻間Ⅱ式後半

宇田Ⅰ式

松河戸 Ⅰ前半

松河戸 Ⅰ前半

松河戸 Ⅰ前半

松河戸 Ⅰ前半

1903±38 -14.4

1809±37 -14.4

1914±41 -23.8

1873±38 -25.5

2034±39 -17.1

1933±38 -21.4

1917±38 -24.9

1852±37 -25.3

SXIO1 2019±38

SK73 2050±40

SB22 2076±40

SROl 1917±40

sKOl上 2002±69

sKOl上 1947±41

SDO7 2025±40

SK93 1981±40

SK20 2003士42

SX50 1921±40

no.20 1682±41

no.55 1892±40

m0.224 1969±44

SXO2 1898±41

SXO2 1805±39

AD67(85,103,120)131

AD133(236)253,305()316

AD32()37,54(81)129

Alxl(129)179,190()214

BC89()78,57(42,7,4)AD4,10()19

AD27()42,49(73)89,99()125

AD32()37,54(80)128

AD89()99,･125(132)235

ー24.7 BC49(38,30,21,ll,1)AD26,43()47

-20.9 BC105()104,95(46)35,35()17,13()AD2

-22.6 BC166()126,124(89,77,57)42,704

-23.1 AD32()38,53(80)129

-19.6 BC88()80,55(15,15,AD2)74

-25.4 AD4()8,21(65)84,103()119

-10.9 BC86()83,53(39,28,23,9,2)AD24,44()46

-10.6 BC39()28,22()10,2(AD25,44,47)69

-25.6 BC45(16,15,AD2)31,38053

-ll.2 AD30()39,52(78)128

-15.8 AD262()277,337(387)418

-23.4 AD73(90,99,126)133

-19.4 BC37()32,20()12,1(AD29,41,50)77

-21.2 AD69(87,101,124)132

-12.3 AD133(237)256,303()317

1) 較正曲線 INTCAL98(Stuiveretal.(1998)Radiocarbon40,1041-1083)による較正年代
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表 9 測定結果一覧表 6 (2003年度 名大年測センター)

帝号 遺跡名 14C年 ∂13C ∂13C 較正年代 測定 code

[BH [%o] [%o]タンデ [calBC,AD]上段 :lo下段 :20.

1 西上免 1859±27 -16.4±0.1 -19±1 AD90-AD220AD80-AD240 NUTA-2-6207

25 岩倉城 1730±28 未測定 -24±1 AD250-AD390AD240-AD400 NUTA-2-6210

26 北道手 1969±28 未測定 -20±1 AD -AD75BC50-AD120 NUTA-2-6209

27 北道手 1862±27 -18.4j=0.1 -18±1 AD80-AD220AD80-AD240 NUTA-2-6208

表 10 処理結果一覧表 3 (2003年度 名大年測センター)

番号 遺跡名 処理前重量 処理後重量 精製前重量 精製後重量 資料中炭素含有

lmg](Wl) [mg](W2) lmg](W3) lmg](W4) * (W4/Wl*100)
1 西上免 22.1 - - 1.85 8.39
25 岩倉城 6.5 - - 1.30 20.00
26 北遣手 37.5 - - 1.04 2.77
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